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  鉄 鋼 卸 売 業  

 

販 売 動 向 を み る と 、平 成 1 8 年 半 ば か ら 販 売 額 は 、増

加 傾 向 で あ っ た が 、世 界 的 な 金 融 危 機 が 経 済 に 波 及 し 、

鋼 材 需 要 も 減 退 し た こ と か ら 、2 0 年 ８ 月 前 後 か ら 減 少

に 転 じ 、月 を 追 う ご と に 減 少 の 度 合 い が 強 ま っ て い る 。

鋼 材 価 格 も 2 0 年 年 初 か ら 急 騰 し 、７ 月 頃 ま で 上 昇 が 続

い て い た 。 こ の た め 、 2 0 年 前 半 ま で は 、 鋼 材 価 格 の 先

高 感 に よ る 前 倒 し 需 要 も あ っ て 、 仕 入 価 格 上 昇 分 の 販

売 価 格 へ の 転 嫁 が 進 展 し 、 各 企 業 の 収 益 は 好 調 で あ っ

た 。 し か し 、 ８ 月 に は 一 部 の 品 種 を 除 い て 鋼 材 価 格 が

下 落 に 転 じ 、 鋼 材 需 要 も 急 減 し た こ と か ら 、 高 値 で 仕

入 れ た 在 庫 が 増 加 し 収 益 は 悪 化 に 転 じ て い る 。  

今 後 は 、 広 範 な 分 野 で 需 要 回 復 の 見 込 み が 立 た な い

た め 、 鋼 材 需 要 は 落 ち 込 ん で お り 、 鋼 材 価 格 も さ ら に

下 落 す る こ と が 予 想 さ れ る 。 こ の た め 、 小 規 模 企 業 は

厳 し い 環 境 に お か れ る と み ら れ る 。  

業 界 概 要   

鉄 鋼 卸 売 業 者 は 一 次 卸 と 二 次 卸 に 分 け ら れ る 。 一 次

卸 は 主 に 総 合 商 社 や 鉄 鋼 メ ー カ ー 系 列 の 鉄 鋼 専 業 商 社

な ど 大 企 業 が ほ と ん ど で 、鉄 鋼 メ ー カ ー と 直 接 取 引 し 、

自 動 車 メ ー カ ー や 大 手 建 設 業 者 な ど の 大 口 ユ ー ザ ー や

二 次 卸 に 販 売 す る 。 こ の 一 次 卸 か ら 大 口 ユ ー ザ ー へ の

販 売 は 「 ひ も 付 き 取 引 」 と も い わ れ る 。 こ れ は 、 鉄 鋼

メ ー カ ー と 大 口 ユ ー ザ ー が 、 鋼 材 の 規 格 、 数 量 、 価 格

な ど 鋼 材 の 主 要 取 引 内 容 を 直 接 に 決 め 、 一 次 卸 は 一 定

の 手 数 料 を と っ て 出 荷 業 務 や 代 金 回 収 等 を 引 き 受 け る

形 態 で あ る 。  

一 方 、 二 次 卸 は 特 約 店 と も 呼 ば れ 一 次 卸 や 中 小 の 鉄
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鋼 メ ー カ ー か ら 鋼 材 を 仕 入 れ 、 在 庫 し 、 中 堅 ・ 中 小 の

製 造 業 、 建 設 業 や 地 方 の 卸 売 業 者 に 販 売 す る 。  

鉄 鋼 は 形 状 に よ っ て 棒 鋼 、 形 鋼 、 厚 板 （ 厚 さ ６ ミ リ

以 上 ）、 中 板 （ 同 ６ ミ リ 未 満 ３ ミ リ 以 上 ）、 薄 板 （ 厚 さ

３ ミ リ 未 満 ）、パ イ プ な ど の 品 種 が あ り 、さ ら に 、各 品

種 と も 用 途 に よ っ て 様 々 な 材 質 や 寸 法 が 存 在 す る 。 各

卸 売 業 者 は 一 品 種 も し く は 二 品 種 に 特 化 し て い る が 、

ユ ー ザ ー の 要 請 が あ れ ば 同 業 者 か ら 仕 入 れ る な ど し て

様 々 な 品 種 も 扱 う 。  

販 売 に 際 し て は 、 ユ ー ザ ー の 要 望 に 応 じ て 、 必 要 と

さ れ る 寸 法 や 型 へ の 切 断 ま た は 溶 断 、 曲 げ 、 穴 あ け 、

溶 接 な ど の 加 工 を 行 う 場 合 も あ る 。  

こ の た め 、 卸 売 業 者 に お い て は 、 自 社 倉 庫 内 に こ れ

ら の 加 工 設 備 を 保 有 し て い る 例 も み ら れ 、 例 え ば 、 板

類 の 標 準 的 設 備 と し て は 、 レ ベ ラ ー （ コ イ ル を 巻 き 直

し 、シ ー ト 状 に す る ）、シ ャ ー リ ン グ 装 置（ シ ー ト を 切

断 ま た は 溶 断 ） な ど が あ る 。 こ の ほ か 、 外 部 の シ ャ ー

リ ン グ 業 者 な ど に 外 注 す る 卸 売 業 者 も 多 い 。  

大 阪 の 地 位  

平 成 1 9 年 に お け る 大 阪 府 の 鉄 鋼 卸 売 業 は 、事 業 所 数

1 , 2 8 9 、従 業 者 数 1 5 , 4 4 2 人 、年 間 販 売 額 4 兆 3 8 億 円 で 、  

全 国 に 占 め る 割 合 は そ れ ぞ れ 、 1 6 . 1 ％ 、 1 6 . 5 ％ 、

1 6 . 5 ％ と な っ て い る （ 経 済 産 業 省 『 商 業 統 計 表 産 業 編

（ 都 道 府 県 表 ）』）。こ れ ら の 卸 売 業 者 は 大 阪 市 西 区 の 九

条 、 立 売 堀 、 住 之 江 区 南 港 な ど に 集 積 し て い る 。 以 下

で は 、 大 阪 に 多 く 立 地 す る 二 次 卸 に つ い て み る 。  

販 売 は 2 0 年 ８ 月 頃 か ら 減 少 に 転 じ る  

販 売 動 向 を み る と 、平 成 1 8 年 半 ば か ら 総 じ て 増 加 傾

向 で 推 移 し て き た 。 し か し 、 2 0 年 ８ 月 前 後 か ら 減 少 に

転 じ 、 販 売 額 は 月 を 追 う ご と に 減 少 の 度 合 い が 強 ま っ
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て い る 。  

こ れ は 、 世 界 的 な 金 融 危 機 が 経 済 に 波 及 し 、 鋼 材 需

要 が 減 少 し 、 価 格 も 急 落 し て い る た め で あ る 。  

金 融 機 関 の 融 資 抑 制 姿 勢 が 強 ま り 、 建 築 物 件 の 着 工

延 期 や 中 止 が 増 加 し 建 設 需 要 が 冷 え 込 ん で お り 、 建 築

関 連 の 鋼 材 販 売 の 落 ち 込 み が 大 き く な っ て い る ほ か 、

機 械 関 連 な ど の 需 要 減 退 も 強 ま る な ど 、 様 々 な 分 野 で

需 要 が 減 少 し て い る 。  

品 種 別 に み る と 、Ｈ 形 鋼 を 中 心 に 条 鋼 類 は 2 0 年 年 初

か ら 原 料 の 鉄 ス ク ラ ッ プ 高 騰 の 結 果 、 鋼 材 価 格 上 昇 が

続 き 、 販 売 額 も 増 加 し た 。 し か し 、 夏 以 降 の 経 済 環 境

の 変 化 の 影 響 を 受 け て 、 ７ 月 末 か ら 鉄 ス ク ラ ッ プ 需 要

が 激 減 し 、 そ れ に 伴 っ て 、 電 炉 メ ー カ ー の 鋼 材 価 格 が

急 落 し た 。 ま た 、 マ ン シ ョ ン や 中 小 ビ ル 、 物 流 セ ン タ

ー な ど で 着 工 延 期 や 中 止 が 相 次 ぐ な ど 需 要 が 急 速 に 落

ち 込 ん だ こ と か ら 、ユ ー ザ ー は 買 い 控 え の 姿 勢 を 強 め 、

販 売 額 は 大 幅 に 減 少 し て い る 。 鉄 筋 用 棒 鋼 も 同 様 の 傾

向 と な っ て い る 。 中 小 建 設 業 者 の な か に は 、 鋼 材 価 格

の 下 落 を 見 込 ん で 、 ビ ル 建 設 に 際 し て 、 鋼 材 発 注 を １

階 分 ず つ 発 注 す る な ど 、 極 端 な 当 用 買 い に 徹 す る ケ ー

ス も 出 て い る 。  

中 板 、 薄 板 な ど 鋼 板 類 は 、 建 材 な ど 建 築 向 け 需 要 は

伸 び 悩 ん だ も の の 、 建 設 機 械 、 産 業 機 械 、 機 械 部 品 向

け を 中 心 に 1 8 年 半 ば か ら 販 売 量 は 増 加 し 、底 堅 く 推 移

し て い た 。 し か し 、 2 0 年 ９ 月 頃 か ら 横 ば い か ら 減 少 に

転 じ て い る 。 さ ら に 、 大 口 ユ ー ザ ー が 多 い 自 動 車 用 鋼

板 需 要 が 減 退 し た 結 果 、 店 売 り へ の 供 給 が 増 加 し て お

り 、 販 売 競 争 が 激 化 し て い る 。 厚 板 需 要 の 約 ４ 割 を 占

め る 造 船 向 け は 堅 調 で あ る が 、 大 口 ユ ー ザ ー 向 け が 中

心 で 、 二 次 卸 の 扱 い は 少 な い 。  
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鋼 材 価 格 は 高 騰 の 後 下 落  

鋼 材 価 格 は 平 成 1 6 年 頃 か ら 総 じ て 上 昇 を 開 始 し 、2 0

年 年 初 に は 、 鉄 鉱 石 価 格 や 鉄 ス ク ラ ッ プ 価 格 の 大 幅 上

昇 を 受 け て 、Ｈ 形 鋼 を 筆 頭 に 急 騰 し 2 0 年 ７ 月 頃 ま で 上

昇 が 続 い て い た 。 し か し 、 ８ 月 に 入 っ て 世 界 的 な 金 融

不 安 を 契 機 に 、鉄 ス ク ラ ッ プ 価 格 が 一 転 し て 急 落 し た 。

こ の た め 、 電 炉 が 供 給 す る 条 鋼 類 を 中 心 に 鋼 材 価 格 は

下 落 に 転 じ た 。 さ ら に 、 高 炉 側 は 価 格 を 据 え 置 い て い

る も の の 、 高 炉 が 主 に 供 給 す る 鋼 板 類 も 、 流 通 段 階 で

は 在 庫 を 減 ら す 動 き が 拡 大 し て お り 、 安 値 処 分 の 動 き

が 出 て い る た め 、 価 格 は 軟 調 で あ る 。  

Ｈ 形 鋼 の 価 格 推 移 を み る と （ 大 阪 地 区 、 鉄 鋼 新 聞 社

調 べ ）、１ 月 に は ト ン 当 た り ８ 万 ５ 千 円 前 後 で あ っ た が 、

７ 月 に は 1 2 万 ７ 千 円（ 7 月 高 値 ）と 4 8％ 程 度 の 上 昇 と

な っ た 後 、1 1 月 に は ９ 万 ５ 千 円（ 1 1 月 高 値 ）と ７ 月 の

高 値 か ら 2 5％ の 下 落 と な っ た ほ か 、鋼 板 の 薄 板（ 熱 延 ）

は 、 １ 月 ８ 万 ５ 千 円 前 後 （ ト ン 当 た り ） が 、 ７ 月 に は

1 1 万 ４ 千 円 （ 7 月 高 値 ） と 3 4％ 上 昇 の 後 、 1 1 月 1 0 万

２ 千 円（ 1 1 月 高 値 ）と ７ 月 高 値 か ら 1 1％ の 下 落 と な る

な ど 、 鋼 材 価 格 は 大 き く 変 動 し て い る 。  

一 方 、 高 炉 が 供 給 す る 鋼 材 は 、 鉄 鉱 石 を 高 値 で 購 入

し て い る こ と か ら 、 電 炉 の 鋼 材 ほ ど に は 価 格 が 低 下 し

て い な い 。 た だ 、 大 阪 の 企 業 は 他 地 域 に 比 べ 電 炉 メ ー

カ ー の 鋼 材 を 扱 う 割 合 が 高 く 、 卸 売 業 者 間 の 競 争 が 激

し い 。 こ の た め 、 大 阪 地 区 の Ｈ 形 鋼 価 格 下 落 率 は 7 月

高 値 か ら 1 1 月 ま で で 2 5％ と 東 京 地 区 の 下 落 率 1 2％ を

上 回 り 、 大 阪 地 区 の 鋼 材 は 価 格 下 落 率 が 大 き く な っ て

い る 。  

収 益 は 前 半 好 調 の 後 悪 化  

2 0 年 前 半 ま で は 、鋼 材 価 格 の 先 高 感 か ら 来 る 前 倒 し
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需 要 も あ っ て 、 仕 入 価 格 上 昇 分 の 販 売 価 格 へ の 転 嫁 が

進 展 し 、 価 格 上 昇 前 に 仕 入 れ た 鋼 材 も 上 昇 後 の 価 格 で

販 売 す る 企 業 が 多 か っ た こ と か ら 、 各 企 業 の 収 益 は 好

調 で あ っ た 。  

し か し 、 先 述 の よ う に ８ 月 頃 か ら 一 部 の 品 種 を 除 い

た 鋼 材 価 格 が 下 落 に 転 じ 、 鋼 材 需 要 も 急 減 し た こ と か

ら 、 高 値 で 仕 入 れ た 在 庫 が 急 速 に 増 加 し 適 正 水 準 を 超

え た 企 業 が 多 く な っ て い る 。  

各 企 業 と も 、 販 売 活 動 を 強 化 し て 在 庫 削 減 に 努 め て

い る が 、 世 界 的 な 不 況 で 需 要 が 好 転 す る 見 込 み が な く

ユ ー ザ ー も 買 い 控 え の 姿 勢 を 強 め て い る た め 、 在 庫 削

減 は あ ま り 進 ん で い な い 。 在 庫 負 担 に 耐 え か ね て 一 部

で 、仕 入 れ 値 を 下 回 る 価 格 で 販 売 す る 企 業 も 出 て い る 。

こ の た め 、 鋼 材 価 格 は 期 を 追 う ご と に 下 落 し て お り 、

各 企 業 の 収 益 は 悪 化 し つ つ あ る 。  

自 社 の 収 益 力 強 化 に 向 け て 各 社 と も 取 組 を 強 化  

2 0 年 後 半 か ら 各 企 業 の 収 益 が 悪 化 す る 中 で 、企 業 間

競 争 は 厳 し さ を 増 し て い る 。 こ の 業 界 は 業 者 数 が 多 く

過 当 競 争 気 味 で あ る と さ れ 、 取 り 扱 い 鋼 材 の 品 質 に は

ほ と ん ど 差 が 無 い 。 一 部 で 在 庫 を 持 た ず 、 ユ ー ザ ー の

注 文 を 取 り 次 ぐ だ け の ブ ロ ー カ ー 的 な 小 規 模 業 者 も あ

る 。 こ れ ら の 企 業 は 、 往 々 に し て 少 量 な が ら 安 値 価 格

の 提 示 を す る ケ ー ス も み ら れ る 。 こ う し た 企 業 に 対 抗

す る た め 、 鋼 材 を 在 庫 す る 企 業 は 、 多 く の 品 種 を 保 管

し ユ ー ザ ー の 求 め に 応 じ て 、 様 々 な 品 種 の 鋼 材 を す ぐ

に 届 け る な ど の き め 細 か な 配 送 に 努 め て い る 。  

ま た 、 数 か 所 に あ っ た 鋼 材 保 管 場 所 を １ か 所 に 集 約

し て 、 配 送 の 効 率 化 に 乗 り 出 し た 企 業 も 出 て い る 。  

ま た 、当 業 界 の 代 金 受 け 取 り は 手 形 が 一 般 的 で あ り 、

サ イ ト は ４ か 月 と 長 期 で あ る た め 、 ユ ー ザ ー の 景 況 が
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悪 化 す る に つ れ て 代 金 回 収 が 困 難 に な る 取 引 先 も み ら

れ る よ う に な り 、 一 部 で は 資 金 繰 り が タ イ ト に な っ て

き て い る 。 こ の た め 、 与 信 管 理 も 重 要 な 課 題 と な っ て

お り 、 受 取 手 形 サ イ ト の 短 縮 化 や 現 金 決 済 の 比 率 を 高

め る よ う ユ ー ザ ー に 要 請 し て い る 企 業 が 増 加 し て い る 。 

雇 用 面 の 動 き を み る と 、 従 来 は 従 業 者 数 を 縮 小 さ せ

て い た 企 業 が 多 か っ た が 、 近 年 の 定 年 退 職 者 の 増 加 に

伴 い 人 員 が や や 不 足 気 味 で あ る 。 こ の た め 、 少 人 数 な

が ら も 採 用 し た い と す る 企 業 が 出 て お り 、 中 途 採 用 を

行 う 企 業 も あ る 。  

今 後 の 見 通 し  

建 築 関 連 需 要 は 低 調 な ま ま 推 移 し 、 産 業 機 械 、 建 設

機 械 、 自 動 車 、 家 電 関 連 な ど 広 範 な 分 野 で 需 要 回 復 の

見 込 み が 立 た な い た め 、 鋼 材 需 要 は 落 ち 込 ん で お り 、

鋼 材 価 格 も さ ら に 下 落 す る こ と が 予 想 さ れ る 。  

こ の た め 、 業 界 で は 、 事 業 拡 大 で は な く 、 現 在 の 事

業 の 継 続 を 主 眼 と す る 企 業 が 多 い 。 こ う し た 中 、 1 9 年

半 ば に 大 手 企 業 同 士 の 合 併 が み ら れ た 。 経 営 環 境 が 厳

し さ を 増 す 中 で さ ら に 、 大 手 企 業 主 導 に よ る 業 界 再 編

成 の 動 き が 進 む 可 能 性 も あ る と 一 部 で は み ら れ て お り 、

小 規 模 企 業 は さ ら に 厳 し い 環 境 に お か れ る と み ら れ る 。 

           （ 柴 田  昌 宏 ）  

大阪地区鉄鋼特約店販売量推移
(単位:千トン、％）

鉄筋用棒鋼 H形鋼 一般形鋼 薄板 厚板 パイプ ６品種合計

販売量

前年
（同期）
比 販売量

前年
（同期）
比 販売量

前年
（同期）
比 販売量

前年
（同期）
比 販売量

前年
（同期）
比 販売量

前年
（同期）
比 販売量

前年
（同期）
比

平成18年 446 7.2 602 11.5 295 11.3 1694 -5.7 342 -1.2 217 -2.7 3596 0.3
19年 405 -9.2 550 -8.6 281 -4.7 1760 3.9 317 -7.3 180 -17.1 3493 -2.9

19年1-3月 107 2.9 137 -4.2 73 2.8 428 -4.5 86 13.2 46 -16.4 877 -2.2
4-6月 111 -2.6 140 -6.0 70 -5.4 440 6.3 76 -10.6 46 -16.4 883 -0.9
7-9月 98 -16.9 149 -2.6 72 -1.4 433 6.1 74 -15.9 45 -22.4 871 -3.0

10-12月 89 -19.1 124 -21.0 66 -14.3 459 8.3 81 -12.9 43 -12.2 862 -5.3
20年1-3月 85 -20.6 135 -1.5 71 -2.7 471 10.0 75 -12.8 42 -8.7 879 0.2

4-6月 89 -19.8 129 -7.9 66 -5.7 454 3.2 77 1.3 41 -10.9 856 -3.1
7-9月 81 -17.3 112 -24.8 63 -12.5 410 -5.3 69 -6.8 38 -15.6 773 -11.3

資料：大阪鐵鋼流通協会「流通動態調査」。  


